
Ⅲ．国土交通省、自動車技術総合機構、軽自動車検査協会からお知らせ
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Ⅳ．お知らせコーナー

2019年度第１回
有機溶剤・特定化学物質取扱業務従事者の出張健診のご案内

労働安全衛生法で、事業者は、有機溶剤業務に常時従事する労働者に対し、雇い入れま

たは当該業務への配置換えの際およびその後６ヶ月以内ごとに、健康診断を行わなければ

ならないと規定されております。今般、次ページの日程で実施いたしますので、別紙の有

機溶剤健康診断受診申込書によりお申し込みください。

なお、この健康診断は対象となる物質の増加により、事前申し込み制とさせていただい

ております。事業場で使用している塗料、シンナー、パテのほか、エアゾール製品などの
周辺塗料といった有機溶剤等の成分をご確認の上、申込書にご記入ください。

※　事前にお申し込みが無いと受診できない場合もありますので、ご留意ください。

《ラベルの表示例》

《申込書の記載例》

ラベルの表示をご確認の
上、申込書に有機溶剤等
の種類をご記入ください。

《有機溶剤健康診断に関するお問い合わせ先》

（一社）愛媛県自動車整備振興会／指導課

ＴＥＬ　０８９－９５６－２１８１

愛媛県自動車車体整備協同組合

ＴＥＬ　０８９－９５７－８７４０
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１．日時、場所

対象地区 受診日 受診時間 健　診　会　場

今治地区 令和元年
８月９日（金） ８：50～９：50 今治市市民会館２階

（今治市別宮町一丁目４番地１）

新居浜地区 ９月５日（木） 14：30～15：30 東予自動車会館
（新居浜市本郷３丁目５番35号）

西予地区 ９月６日（金） ８：30～10：00 宇和文化会館１階
（西予市宇和町卯之町三丁目444番地）

西条地区 ９月10日（火） ９：30～10：30 西条市総合福祉センター B 棟３階
（西条市神拝甲324番地２）

中予地区 ９月11日（水） ９：30～11：30
13：00～15：00

愛媛県自動車会館２階
（松山市森松町1075番地２）

※ 上記の日程内で受診が難しい方は診療所での定価受診となります。
　 愛媛県総合保健協会診療所までお問い合わせください。
　 お問い合わせ先　電話番号：089－987－8202

２．出張健診で検査する対象物質

トルエン、エチルベンゼン、スチレン、メチルイソブチルケトン、ナフタレン

キシレン

３．健診料　　次ページの料金表をご確認ください。

４．個人票、結果報告書等の用紙が無料で準備されます。

５．事業主に課せられている労働基準監督署への受診結果報告を、取り纏めて行っていま

す。労働保険番号がわからない場合は、自社で労働基準監督署へ報告する必要があり
ますので、労働保険番号のご準備をお願いします。

※　健診会場が油や泥で汚れる場合がありますので、作業靴は履き替えてお越しください。

　※　持参するもの　

①　個人票（お持ちの方は必ずご持参ください。）

②　事業所ゴム印　（住所、事業所名、代表者名の入ったもの）

③　印鑑（個人事業者の方：代表者の認印、法人事業者の方：社印）

捺印のないものは受診後郵送されますので、捺印して返送していただく必要があり

ます。

④　労働保険番号（メモしてきてください。）
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料金表

問診　
診察等

7,700円

トルエン
エチルベンゼン
スチレン
メチルイソブチルケトン
ナフタレン
の内、何れか該当する場合

＋ ＝

問診　
診察等

5,200円キシレン＋ ＝

問診　
診察等

10,400円

トルエン
エチルベンゼン
スチレン
メチルイソブチルケトン
ナフタレン
の内、何れか該当する場合

キシレン＋ ＋ ＝

（16ページの巡回日程で受診される場合）

注１．愛媛県総合保健協会・診療所で受診される場合は、検査項目ごとに料金単価が異な
りますので、詳細は診療所までお問い合わせください。

　　　お問い合わせ先電話番号 ： ０８９－９８７－８２０２

注２．振興会会員の皆様には、受診者１名当たり3,000円の補助があります。補助額を差
し引いた金額を、健診会場でお支払いください。

注３．事業場独自に標記健診を受診した場合も補助対象となります。領収証及び診察の明
細表を振興会・総務課までお届けください。

　　　振興会ＦＡＸ番号 ： ０８９－９５６－２１８８

（予告）　10月１日以降に受診される場合は、消費税増税に伴い、健診料が変更される予
定です。
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振興会／指導課　行き　　（ＦＡＸ：０８９－９５６－２１８８）

・・・・・　2019年度 第１回　有機溶剤健康診断受診申込書　・・・・・
申し込み締め切り　　今 治 会 場：７月26日（金）

その他の会場：８月16日（金）

《事業場の情報》

認 証 番 号 事 業 場 名 希望する会場

７０－

《使用する溶剤の情報》　↓↓ 該当する溶剤に、○印をしてください ↓↓

トルエン エチルベンゼン スチレン メチルイソブチルケトン ナフタレン キシレン

《受診される方の情報》

（フリガナ）

氏　　　　名 生 年 月 日 性　　別

（　　　　　　　　　　　　　）
男　・　女

（　　　　　　　　　　　　　）
男　・　女

（　　　　　　　　　　　　　）
男　・　女

（　　　　　　　　　　　　　）
男　・　女

（　　　　　　　　　　　　　）
男　・　女

・ご記入いただいた個人情報は、（公財）愛媛県総合保健協会への健康診断の申し込みを目的として適
切に取り扱います。

・この申込書は、健診の日まで保管しておいてください。
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未認証事業者に係る情報収集・調査を実施します

国土交通省では、未認証事業者の排除に向けた取り組みの一環として、情報収集・調査

等の一層の強化を図り、未認証防止対策を推進しております。７月は強化月間となってお

り、当会としましても同様に取り組んで参ります。

次ページに、分解整備となる作業の一例をご紹介します。認証を受けていない事業者が

実施した場合は法律に抵触しますので、お近くに未認証行為を実施している事業場があり

ましたら、このページをコピーして振興会／指導課までＦＡＸしてください。

なお、情報を提供していただいた方には、国土交通省から調査結果の概要を連絡するこ

ととしております。

・・・・・  未認証行為に関する情報提供用紙  ・・・・・
振興会／指導課　行き　　ＦＡＸ：０８９－９５６－２１８８

情 報 提 供 年 月 日 　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

未認証行為実施事業者
の 氏 名 又 は 名 称

所 在 地

電 話 番 号

実 施 状 況

１．エンジンを取り外して行う整備
２．アクスル、サスペンション等を取り外して行う整備
３．ブレーキドラム、ブレーキキャリパ等を取り外して行う整備
４．その他
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

実 施 頻 度 １．毎日　　２．週に１～２回　　３．月に数回

営 業 形 態
１．車検代行業　　　　２．ガソリンスタンド
３．中古車販売業　　　４．板金・塗装業
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

備 考

（情報提供者）

認証番号 電話番号

事業場名

匿名希望の場合は、記入しなくても結構です。
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『職場体験学習』の受け入れにご協力ください『職場体験学習』の受け入れにご協力ください

　整備士不足が問題視される昨今、子供たちに自動車に興味を持ってもらい、その興味を

持続させることが重要です。会員の皆様の事業場で整備士の仕事を体験してもらい、少し

でも自動車に興味を持ってもらえるよう、自動車整備士が子供たちの進路の選択肢となる

よう、『職場体験学習』の受け入れにご協力ください。

１．受け入れが決まったら
　振興会から、人数分の記念品をご用意いたしますので、実施予定日及び受け入れ人数

のご報告をお願いいたします。

２．職場体験学習が終わったら
○　作業内容

　　　実施した作業内容を、できるだけ具体的に記入してください。

○　学生の感想など

　　　体験してみた感想など、学生からの主な意見を記入してください。

○　指導者の方から学生に一言！

　　　指導された方から学生に贈る言葉があれば、ご記入ください。

　また、作業中に撮影された写真がありましたら、情報誌やホームページで使用していい

かご確認の上、振興会までお送りください。
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振興会・指導課宛て
ＦＡＸ：０８９－９５６－２１８８

職場体験受入計画書　兼　実施報告書

ブロック　　　　　　　　　　

事業場名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご担当者様　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．実施予定

実施予定日
令和　　　　年　　　　月　　　　日　から

令和　　　　年　　　　月　　　　日　の　　　　　　日間

依頼のあった学校名
及び受入人数

学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人

２．実施結果

作業内容

（実施した作業内容を、できるだけ具体的に記入してください。）

学生の感想など

指導者の方から学生に
一言！

○　学校及び体験した生徒から、作業中の写真の公開をご了解いただけた場合は、振興会・指導課の
下記メールアドレスまで、写真のご提供をお願いします。

写真の掲載可否
情　報　誌 ホームページ

可　　・　　否 可　　・　　否

写真データの送信先：振興会・指導課　sidou@easpa.jp
（メールの件名を、『○月○日　職場体験』として送信してください。）

ご協力、ありがとうございました。
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　全国の整備相談所に寄せられた整備相談事例（苦情・問い合せ含む）のうち、今月は、10件を掲載いたします。

Ｃａｓｅ１　新車で販売した車両のナックルが走行中
に損傷した
平成31年１月10日　山形県　事業者
車名：軽自動車　　登録年月：平成28年９月
走行距離：30,000㎞

【相談】
平成28年９月、当社（Ｔ自動車）がメーカー系列

ディーラーから新車を仕入れ販売した。

平成30年12月20日頃、ユーザーから走行中に左前輪

がパンクして走行不能になったとの連絡があり当社が

出張にて確認したところ、パンクではなく左側前輪部

のナックルが折損している状態であった。ユーザーの

話では、40㎞／ｈ程度で走行中、交差点の手前で突然

大きな音と衝撃が発生し、車両の左側前部が沈んだ状

態になった。車両は惰性で交差点を通過し停止した。

車両を当該ディーラー整備工場に搬入して診断（サー

ビス本部の担当者が立ち合い）をしてもらったところ、

外的な何らかの衝撃により当該部品にひびが入り、走

行中に折損したのではないかと思われるとの説明が

あった。従って、補修（約40万円）についてはユーザー

の負担になる旨の説明が併せてあった。ユーザーは、

車両を脱輪させたことや縁石に乗り上げたこともない

のに、突然折損したことに不信感を覚えている。メー

カー等で当該部品に強度等の問題がなかったかなどの

調査を行って貰い、折損した原因が何なのかをきちん

と探求して貰いたいと言っているが、当社がその旨を

ディーラー整備工場の担当者に申し入れても適切に対

応してくれない。振興会から適切に対応してくれるよ

うに指導して貰えないか。

【対応】
当会から、ディーラーのサービス本部責任者に対し、

これまでの経緯と判断した根拠等について照会をする

ことにした。１月11日、ディーラーのサービス本部責

任者へ確認。これまでの経緯については概ね相談内容

のとおり。当社からはお客様に対して直接説明を行っ

ているが、具体的な対応等については拠店の担当者に

確認の上、報告させていただきたいとのこと。同日、

ディーラーのサービス本部責任者から以下のとおり報

告を受けた。本日、拠店長及び工場長がＴ自動車社長

（相談者）に対して、損傷した部品をメーカーに送付

し原因解析を行うことにした旨、説明を行ったとのこ

と。（※損傷した部品はメーカーの技術担当者も確認

している。なお、部品は来週にメーカーに送付予定）

同日、Ｔ自動車社長に対し上記について報告した。

Ｃａｓｅ２　埃の浮いたジョッキで冷却水を補充され
そうになった
平成31年２月５日　兵庫県　男性
車名：不明　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
走行中冷却水の警告灯が点灯したので、ガソリンス

タンドへ立ち寄り冷却水の補充を依頼した。すると、

埃の浮いている汚れたジョッキを使い水を補充しよう

としたので指摘したら、整備担当者に「大丈夫」と言

われたが、補充を断りガソリンスタンドを後にした。

こんないい加減な店舗は社会的な処分を受けなければ

いけないと思うが、どのようにすれば良いか？という

問い合わせ。

【対応】
相談者には、まずは聞かなければいけない『認証の

有無』を確認した。すると、それはわからないが給油

全国の整備相談所に寄せられた整備相談事例のご紹介
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がメインの大手石油会社ガソリンスタンドで、整備が

できる作業場はかなり小さいとのことであった。店舗

名や所在地を聞いたが、後で教えるとのこと。違和感

があったので、当会の会員工場でなければ事業場へ話

を聞くこともできないし、技術的なことや応対などの

質問を受けて、それに対してアドバイスをすることし

かできないと伝えた。この件で相談者は確かに不快な

思いもしたであろうし、冷却水の警告灯が点灯したの

であれば対応が遅れればオーバーヒートの可能性もあ

るかもしれないが、整備上の問い合わせよりも処分・

処罰のことばかりを言う。それならばその事業者や事

業場に苦情を申し入れたかと聞くと、すでに本社へ連

絡をして本部の担当者からの謝罪があり、更に事業場

の店長からも謝罪を受けているとのこと。それではこ

れ以上何を求めているのかと聞くと、社会的な処分を

どこかにして貰いたいと言う。今回の場合は、実際に

は相談者が断ったので冷却水の補充もされておらず整

備上の瑕疵にもならない。この状況では、少なくとも

整備工場（実際には整備工場か不明のまま）としての

行政処分はできないのではないかと伝えた。「これ以

上の何かを求めるのであれば、ご自身で事業者に掛け

合っていくか、弁護士に相談してみては」と言うと、

消費者センターも何もしてくれないと色々と文句を言

い出した。もちろん振興会も何もできないので、速や

かに電話を切った。

Ｃａｓｅ３　見積りのないまま修理された
平成31年２月18日　秋田県　男性
車名：乗用車　　登録年月：平成24年
走行距離：70,000㎞

【相談】
１月21日、一般道走行中にエンストを起こした。車

はディーゼルエンジン車で、セルモーターは回るが再

始動はできない。購入したＡ中古車販売店の工場（会

員工場）に連絡し引き取りを依頼したが、Ａ工場では

修理対応することができないとのことで、Ｂディー

ラーに搬入をお願いし対応して貰うこととした。当方

としては修理にいくら位かかるか分からないため、先

に概算見積りを出して貰ってから、修理するかどうか

決めたかったが、それから２週間ほどしてＢディー

ラーより電話があり、「修理は完了した。請求額は22

万円です」との連絡があった。見積書の提示及び整備

内容の説明がないまま作業に着手され、たいへん憤慨

しているし納得がいかない。当該自動車メーカーの相

談室や消費者センターにも電話したが、らちが明かな

い状況にある。どうしたら良いのか、という相談内容

であった。

【対応】
Ｂディーラーのサービス担当者に電話を入れ内容を

確認してみた。入庫受付時、相談者より先に見積りが

欲しいとの意向は聞いていたが、営業担当者と整備担

当者とのやり取りに行き違いがあり、相談者から了承

を得ないまま作業が進んでしまったようである。また、

部品を取り換えてみないと良否の判断がつかない部分

もあったので、関係部品を交換しながら作業を進めた。

その都度了解は得ていなかった、とのことであった。

Ｂディーラーには、入庫時からの作業の進め方等につ

いて説明不足等不備があったものと思われるので、再

度相談者に納得のいく説明をしていただくようお願い

した。当会から相談者に対し、Ｂディーラー側に説明

不足の感があるので再度納得のいく説明及び対応をし

て貰うようお願いした旨を連絡した。その後、当該車

両を販売したＡ工場より連絡があり、「ユーザーには

まだ不信感があるようだが、Ｂディーラーの今回の対

応としてユーザーへの請求は部品代のみ負担していた

だくこととなり、無事解決しました」との報告があっ

た。なお、相談者からの連絡は入っていない。

Ｃａｓｅ４　車検や板金修理に出す度にガソリンを抜
かれている気がする
平成31年２月20日　茨城県　女性
車名：乗用車　　登録年月：平成17年
走行距離：不明

【相談】
昔から付き合いのある認証工場（当会会員工場）に
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夫婦で、車検、板金等を依頼しているが、いつもガソ

リンが抜かれている気がする。先方に訊ねると、否定

も肯定もしない。ガソリンを抜くことができるのか？

【対応】
今の車は簡単にガソリンを抜いたり出来ないこと、

また指定工場と認証工場の違いを説明した。認証工場

なので、検査を車検場で実施する為、往復のガソリン

が消費されることを説明したが納得して貰えない。当

相談所として、整備工場へ相談内容を伝えた上で、工

場側の見解を確認することを伝えたところ、そこまで

は望んでないということで相談終了となった。その後

連絡なし。

Ｃａｓｅ５　これ以上対応できないので車を引き取っ
て欲しいと言われている
平成31年３月６日　徳島県　男性（他県在住）
車名：輸入車　　登録年月：平成17年
走行距離：60,000㎞

【相談】
平成30年７月、タカタ製エアバッグのリコール改修

の為、徳島のディーラーへ車検と共に依頼したが（相

談者は他県在住）、車検終了時から車検前にはなかっ

たバックセンサーやヘッドライトの不具合などが発

生した。ディーラーに連絡を入れ再度点検整備をして

貰ったが、完全には直らなかったので、諦めてそのま

ま乗っていた。11月28日、今度はオイルチェックラン

プが走行中に点灯した。そのまま走行するのは危険と

感じたので、自分の保険を使い、徳島までレッカー移

動しディーラーで見て貰ったが、すぐには原因が特定

できなかったので車両を再度預けた。後日、オイル交

換をしたらチェックランプは消えたという連絡があっ

たので12月15日に車を引き取りに行ったが、数日後に

またオイルチェックランプが点灯したので12月24日に

車を引き取りに来て貰った。平成31年２月10日、修理

が完了したとのことで納車をして貰ったが、翌日から

今度はエンジンチェックランプが点灯し、走行中にエ

ンジンが止まる症状が出て、まともに走行することが

できなくなった。なお、今回納車された時点では、な

ぜかバックセンサーやヘッドライト関係の不具合は

直っていた。ディーラーに再度連絡し修理を依頼した

が、３月に入り「当社ではこれ以上の対応はできない

ので、車を引き取りに来てください」と言われ困惑し

ている。

【対応】
ディーラーに電話をし、整備担当者に今までの経緯

を確認した。平成30年７月にエアバッグのリコール改

修と車検を受託し、８月に納車した。その後、11月28

日にオイル警告灯が点滅するという症状が出たとの報

告があったので、工場に車両を入庫して貰い診断機に

かけたところ、粘度劣化とヒューズボックスにあるフ

ロントコントロールモジュール（ＦＣＭ）という結果

が出た。ＦＣＭの交換については費用が12万円ほどか

かり高額な為、相談者の要望もあり、この時はオイル

交換のみを実施したところ警告灯は消えたので、その

まま自走で帰って貰った。12月15日に再度警告灯が点

灯したということで、12月24日に車両を県外の相談者

の所まで引き取りに行った。工場で診断機にかけたと

ころ再度ＦＣＭという結果が出た為、ＦＣＭを交換し

たところ、エンジンチェックランプが消灯したことを

確認した。この時、相談者から電子スロットルを装着

したいとの要望があったので、不具合が出る可能性を

了承して貰った上で取り付けを行い、他の整備士とと

もに問題のないことを確認の上、２月10日に納車した。

ＦＣＭは各装置への配電盤、回路保護的な役割を担っ

ており、これが悪くなると、各ユニットの通信エラー

による各種警告ランプ類の点灯や、ランプ類の点灯不

良が発生する。今回の一連のトラブルはこれが原因で

あり、平成30年８月に行った車検整備が原因ではない

ということであった。なお、ＦＣＭ交換後にエンジン

がストールしたということで現在車両が入庫中である

が、これは電子スロットルに交換した後、エンジンに

高負荷をかけるような走行をした時に発生する不具合

であるということが判明した為、これを純正スロット

ルに戻し、現状としては正常であるとのことであっ

た。以上のことを相談者に説明したが、納得して貰え

ずディーラー側も困っているとのことであった。後日、
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以上の聴取内容を相談者に伝え、車両を引き取ってい

ただくようにお願いをした。もし、不具合等があれば

また連絡して欲しいと伝えたが、その後は連絡無し。

Ｃａｓｅ６　中古車購入後2,000㎞でブレーキに引き
ずりがあるのはおかしい
平成31年３月14日　埼玉県　男性
車名：乗用車　　登録年月：不明
走行距離：39,000㎞

【相談】
昨年11月、県内のＫ社で中古車を購入し（走行距離

39,000㎞）、翌月の12月に納車された。年明けの１月

末で車検が切れるため、他県のガソリンスタンドＥ社

（認証工場）に車検の概算見積りを依頼した。その時、

左前ブレーキに若干の引きずりがあると指摘されたの

でＥ社にてブレーキ修理を実施した（概算見積り有）。

修理時の走行距離は40,800㎞で、ブレーキ修理代には

約11万円かかった。その10日後にＥ社にて車検整備を

実施した。走行距離は41,000㎞であった。Ｋ社で購入

してから2,000㎞弱しか乗っていないのにブレーキに引

きずりがあるのはおかしいので、『点検を実施してい

ないのでは？』と不審に思い購入先（Ｋ社）へ連絡を

したが、納車前の点検はしっかりと実施している（記

録簿有）との回答であった。また、ガソリンスタンド（Ｅ

社）で診断して実際の作業まで行われていたので、Ｋ

社では保証はできないと断られたため振興会へ連絡を

してきた。

【対応】
早速、Ｋ社に話を聞くと、納車前点検は外注先の修

理工場Ｓ社（認証工場）に出しているとのことであっ

た。外注先の修理工場（Ｓ社）とガソリンスタンド（Ｅ

社）双方に入庫時の車両状況を伺ったところ、外注先

の修理工場（Ｓ社）はＫ社からの指示通りの内容を実

施し、異常はなく（記録簿発行）引きずり等もなかっ

たと主張。一方、ガソリンスタンド（Ｅ社）の方もテ

スターにかけるほどではないが若干の引きずりがあっ

た為おすすめし、概算見積書を提示し了解を得たと主

張している。この時点で双方共に否はなく、Ｅ社に関

しては契約が成立している。相談者に振興会の立ち位

置を説明した上で上記のことを伝えると、相談者は以

下の２点を主張した。

①Ｓ社が点検を実施して引きずりがあると言うこと

は、記録簿だけ発行したか、それとも見落としなの

ではないのか？

②購入先のＫ社が保証してくれないのであれば、点検

を実施した外注先の修理工場（Ｓ社）にガソリンス

タンド（Ｅ社）で実施したブレーキ修理代と迷惑料

を請求したい。当方から、「あくまでもＫ社との中

古車購入契約なので、それは難しい」と伝えると、

相談者は「振興会で解決できないのであれば、運輸

支局に話をする」と言って、電話を切られた。その後、

運輸支局へ相談に行ったどうかについてはわからな

い。

Ｃａｓｅ７　車検後にホイールキャップが付いていな
かった
平成31年３月18日　大阪府　男性（ＪＡＦ）
車名：不明　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
　ＪＡＦからの相談。お客様から以下のような相談が

あった。先日、用品量販店で車検をして貰ったらホイー

ルキャップが付いてなかったので聞くと、「ツメが折

れて走行中に外れると危ないので付けていません」と

説明された。今まで自分で脱着したことがなかった。

残りのキャップを引っ張ったら簡単に外れてしまい、

よく見るとどれも所々ツメが折れていた。前回キャッ

プを脱着したのは２年前の車検で、同じくこの店舗で

あったことを思い出した。「前回も今回もおたくの店

で車検したのだから、この店でツメを折ったとしか考

えられない。今回私はホイールキャップを２年間外す

ことなく入庫した。整備時にツメを折ったのでキャッ

プを付けることができなくなっているし、指一本で簡

単に外れてしまうようになった」と苦情を言ったら、

「経年劣化で外す時に折れることは仕方ない」という

ような説明をされた。納得できないとのことで、当団
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体に問い合わせがあった。「どうしても、樹脂製です

ので長く使っていると気を付けて外してもツメが折れ

ることはありますし、キャップを外さないとタイヤも

外せないので仕方ないのかもしれません」と答えたと

ころ、「どこか別の相談窓口は無いのか」と言われた

ので、一度電話を切って振興会に電話した。

【対応】
振興会の立ち位置を説明した。「こちらに電話して

いただいても話はお聞きしますが、結局はお客様と店

舗との話し合いになります。今、あなたが説明され

たことと同じような内容の説明と、店舗がホイール

キャップを外す時にそれなりの気遣いをしたのかどう

か、ツメを折ってしまいそうならお客様に連絡を取っ

て承諾を貰うプロの気遣いが有ったか無かったか等を

直接確認したいと思います。お客様がガス抜きを必要

としているなら振興会の電話番号をお伝えしてくださ

い。電話を頂いたら店舗にその時の対応やお客様への

説明のことなどを事実確認して、店舗からお客様に電

話を入れて貰うようお願いすることぐらいはさせてい

ただきます」と言って、電話を切った。相談者から再

度入電。「お客様に電話して振興会の存在をご説明し

店舗に事実確認の電話を入れてくれることを説明した

ら、再びお店でのことを話し出し聞いているとガスが

抜けたのか『もうええ、店舗ともう少し話をする』と

言って相談は終わりました」との報告があった。

Ｃａｓｅ８　納車後、ドアに傷を発見した
平成31年３月19日　長野県　男性
車名：ＳＵＶ　　登録年月：不明　　走行距離：不明

【相談】
平成30年９月18日、正規取扱いディーラーでリコー

ル作業を実施。作業が済むまで同社で待機。作業終了

後、洗車及び車内清掃がされていなかったため、自分

で３㎞ほど離れたガソリンスタンドで洗車機により洗

車したところ、ドアにドライバーの先が当たったよう

な１㎜に満たない傷を発見。同社にクレームを入れる

が、「やっていない」と非を認めないためディーラー

の本社に連絡したが、誠意ある対応がされない。半年

期間が空いたが、振興会に相談を入れた。入・出庫時、

整備工場側と外観のチェックはしていない。

【対応】
＜ディーラーへの確認結果＞

以前からクレーマー的なお客様で対応に苦慮してい

る。今回の件で、自動車メーカー、当社の本社、運輸

支局、保険会社等、ありとあらゆるところへ相談を入

れている。相手にされないので振興会に相談したと思

われる。普通のお客様であれば、傷を発見した時点で

そのままクレームを付けると思うが、相談者は自分で

タッチアップを行った後クレームを付けてきた。当社

の社員は、自分でミスを犯した場合は必ず申し出る者

ばかりであり、社員を信頼している。ただし、入・出

庫時外観のチェックを怠ったのは当社のミス、今後気

を付けたい。

＜相談者への対応＞

入・出庫時、外観のチェックをしなかったのはディー

ラーの手落ちかもしれないが、後で傷が発覚しても整

備工場に受け入れて貰えないことがある。外観チェッ

ク等整備工場側が行わなければ、自分から申し出るの

も一つの方法と説明。その後、連絡なし。

Ｃａｓｅ９　整備を依頼したら、とんでもない状態で
戻って来た
平成31年３月19日　鹿児島県　男性
車名：輸入車　　登録年月：平成21年
走行距離：約100,000㎞

【相談】
新車から乗り続けている車だが、経年劣化による不

具合が心配な為、正規販売店に不具合箇所があれば徹

底的に整備して欲しいと依頼した。ところが、１ヶ月

程預けて納車された車両は、異音がしたり、修理・交

換した部品の取り付けがしっかり行われずに走行不能

になったりと、とんでもない状態だった。再修理を求

めると、販売店はミスを認めた上で謝罪し無償にて再

修理に応じてくれたが、再び１ヶ月以上預けたにも関
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わらず、納車された車両は、また取り付けにミスがあ

り再々修理となった。当方は現在の車に愛着があり、

ただ安心して乗れる状態にして欲しいだけなのに、こ

の整備はあまりにもひどいのではないか。

【対応】
暫く話を聞いていたが、相談者は修理費用を値切っ

たりすることはなく、ただ今の車に安心して長く乗り

続けたいだけのようで、修理をした販売店に対し指導

や注意をして貰える機関を求めていることがわかっ

た。当会の立ち位置等を説明すると、やはり間を取り

持って貰うだけでは不十分と感じたようで、「長時間、

話につきあって貰っただけになってしまいましたね。

すみませんでした」と言って、電話を切った。

Ｃａｓｅ10　ナビとバックカメラの取付工賃が高す
ぎる
平成31年３月26日　大阪府　男性
車名：軽自動車　　登録年月：不明
走行距離：不明

【相談】
日頃からお世話になっているディーラーで娘の軽自

動車（他メーカー製）にナビゲーションを付けたくて

担当セールスに相談に行った。ショールームに手頃な

ナビが展示されバックカメラの設定もありほぼこれに

決めようとして価格を聞くと、ナビの取付工賃が２万

1,600円、バックカメラの取付工賃が１万800円、延長

コードの追加で部品代が○○円。ナビ本体は高くはな

いが、取付工賃が本体代の半分というのは工賃が高す

ぎるのではないか。ナビのパンフレットにも取付工賃

が別途必要との説明がされていない。ナビとカメラを

同時に取り付けても割引がないとの説明だった。不親

切に思ってメーカーのお客様相談室に電話したら、「そ

の件は販売店と話をしてください。メーカーは関係あ

りません。先程から何度も言ってるでしょ！」と逆ギ

レされた。その他の言葉遣いも悪く『これでも世界の

大メーカーか』と思った。ディーラー本社にも店舗の

こととかメーカーの客相の話をしたら、「確認を取っ

て明日にでも電話します」と言ったのに掛かってこな

い。何処に相談したらいいかと思いネット検索をした

ら、振興会のことを知った。メーカーとディーラー本

社に文句を言って欲しくて電話した。

【対応】
振興会の立ち位置を説明した。次に、料金のことに

は関与できないこと、ディーラー本社に事実確認し店

舗の方か本社から相談者に電話するように要請はでき

るが強制はできないことを説明したところ、「それで

いい」とのことで一旦電話を切った。ディーラー本社

の客相に事実確認の電話をした。「大筋はお客様の言

われた通りでしたが、ナビのパンフレットには『作業

工賃につきましては販売店独自設定となります。販売

店に問い合わせしてください』と明記されています。

担当スタッフは見積書を発行して商談をしましたが、

良くなかったことは『工賃は会社で決まっている』と

言うのではなく工賃の詳細な説明が必要であったと思

います。私がお客様と電話で話しましたが、商談の中

の金額的なことなので『本社からは返事はしません。

店舗から返事します』と言いました。ところが、『本

社から電話しろ！』と一方的に言いたいことだけ言っ

て、電話を切られました。店舗に問い合わせたら、総

額８万円超えの金額を『込み込み５万円で付けろ！』

と強い口調で言われたのでお断りしたところ、すぐに

メーカーのお客様相談室に電話をされて『工賃が高す

ぎる』と同じような話をされたようです。しかし、『メー

カーでは工賃を決めていないので販売店とお話しし

てください。メーカーからはご返事するようなことは

致しません」と言うと、『ディーラー本社に電話して、

金額がいくらになったかをメーカーから電話してこ

い』とメーカーの話も聞かずに電話を切られたとのこ

とでした。本日、店舗の店長にお客様のことで電話を

するつもりだったので、振興会からの電話のこともお

伝えし店舗からお客様に電話するように伝えます」と

言って、電話を切った。
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スキャンツール活用事業場認定制度がスタートしました
　平成25年４月１日よりスキャンツール活用事業場認定［コンピューター・システム診断認定店］
の申請が始まります。認定事業場には下記ツール（のぼり、卓上盾、看板）の掲示が可能となり、
お客様に事業場をアピールするツールとして、ご活用いただけます。

認定要件　①スキャンツール応用研修修了者
　　　　　　又は、一級小型自動車整備士が１名以上勤務していること。
　　　　　②スキャンツールを保有していること。

（J-OBD Ⅱ対応、DTC の読み取り・消去、作業サポート、フリーズフレームデータ、
データモニター、アクティブテストの機能を有するもの。）

　　　　　③ FAINES 通常会員に加入していること。
　　　　　④振興会会員であること。
　　　　　⑤上記ツール（のぼり、卓上盾、看板）のどれか一つ以上の購入

申請に必要なもの
　　　　　・申請用紙⇒ホームページ又は、次ページをコピーしてください。
　　　　　・スキャンツールの写真
　　　　　・応用研修修了証又は一級小型自動車整備士の合格証の写し（コピー）
　　　　　　＊認定には数日お時間をいただきますので、あらかじめご了承ください。

のぼり（W600㎜× H1,800㎜）
2枚一組、竿無し 1,905円（税抜）

卓上盾（W180㎜× H240㎜）
2,857円（税抜）

看板（W600㎜× H498㎜）
4,333円（税抜）

整
　
　
備
　
　
士

事
　
　
業
　
　
場

申し込み 申請

認定修了証

都　道　府　県　自　動　車　整　備　振　興　会

スキャンツール
活用研修会の開催

◦基本研修（24年４月〜）
◦応用研修（25年４月〜）

認定審査（25年４月〜）

◦応用研修修了者又は
　一級自動車整備士
◦スキャンツール保有
◦ FAINES 加入

研修修了証の交付 コンピュータ・システム
診断認定店

スキャンツール活用事業場認定制度フローチャート
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	 NO　　　　　　　　　

スキャンツール活用事業場認定申請書
［コンピューター・システム診断認定店］

令和　  　年　  　月　  　日

住所	 電話番号

	 認証番号

事業場名	 ㊞　  FAINES 会員番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．応用研修修了者又は一級整備士【応用研修修了証又は一級整備士合格証書のコピーが必要となります。】

応用研修修了者又は一級整備士

氏名
応用研修修了証番号又は一級整備士合格証

番号

２．保有スキャンツール【写真が必要となります。】

メーカー名　　　　　　　　　　機種名 シリアル NO

　保有する機能に○をつけてください。

J － OBD Ⅱ対応 データモニター フリーズフレームデーター

DTC 読み取り・消去 作業サポート アクティブテスト

３．認定ツール【１つ以上の購入が必要となります。】

看板（N43720024）

４，３３３円（税抜）

卓上盾（N43710024）

２，８５７円（税抜）

のぼり旗（N43730024）

１，９０５円（税抜）

枚 枚

（２枚一組・竿なし（注））

セット

　＊ツール代金は後日、商品と引き換えでいただきます。

　＊振興会記入欄

振興会認定日

令和　　　　年　　　　月　　　　日

備考

愛媛県自動車整備振興会
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技術相談窓口相談ルール厳守のお願い
並びに厳守事項と依頼書の一部変更について

平成29年９月１日に各ディーラー技術相談窓口担当者と振興会技術委員会委員による「技術
相談窓口担当者意見交換会」を開催しました。

その際、各ディーラー相談窓口の実態と要望を伺ったところ、次の通り現状は、各担当者か
ら同じような実態と要望がありましたので、再度次ページの『技術相談にあたっての厳守事項』
を確認のうえ、相談をお願いします。

今回、『技術相談にあたっての厳守事項』と『整備技術相談依頼書』の一部変更しましたので、
併せてお知らせします。なお、アンダーライン部分が変更箇所となります。

各ディーラー技術相談窓口の現状

・ＦＡＸなしで電話での問い合わせが非常に多い。
→回答するための資料などが準備できないため、回答に時間がかかってしまいます。また、

車両情報がなければ装備などもわからないため、どこを確認すればいいかの範囲が広くなっ
てしまいます。

・現車の点検、確認等を行わず、症状だけで答えを聞いてくる。
→担当者が実車を確認しているわけではないので、不具合部位の推定範囲を小さくするため

に、点検内容や問診内容が重要になります。その情報が少ないほど推定範囲は広くなります。
車の部品個数は約５万にもなります。その中から少しでも推定範囲を小さくしたいもので
す。

・相談時間外（昼休みや夜の業務時間外など）に問い合わせがある。

・問い合わせ者の都合で時間をせかされる。
→担当者の業務は相談窓口の対応だけではありません。自社の仕事を行いながら平行して相

談にのっていただいております。同時に行う業務も多数あります。時には出張もあります。
相談者の先にお客様が待っているのも知っています。相談者には相談者の、担当者には担
当者の都合があります。相談者、担当者、どちらも少しでも円満に話がすすむように、また、
ユーザーにご不便をかけないためにも、ルールを守りましょう！

厳守事項

ＦＡＸ前に担当者にＦＡＸを送る事を電話で伝え、ＦＡＸを送る。

ＦＡＸが届かない場合は、相談に応じません。

＊ 相談後は、結果を報告しましょう！  担当者も人間です。相談ルールを守り、結果の報告が
あれば、次回も丁寧に相談にのっていただけるでしょう！

— 42 —



必ず守ってください！

技術相談にあたっての厳守事項

厳守事項を守らない方は、技術相談に応じられません。

１．事前に相談窓口担当者に電話し、これから『技術相談依頼書』（別紙）を FAX する

ことを伝えます。その際に 社名、担当者名 を申し出てください。ＦＡＸ
による事前相談がないと、相談に応じられません。

２．事前に 基本点検、ダイアグ診断 等を備え付けの整備マニュアルや技術

資料又はＦＡＩＮＥＳ（ファイネス：整備情報システム）で確認して点検を行い、『技

術相談依頼書』に必要事項（点検結果等）をもれなく記入し、相談窓口担当者にＦＡ

Ｘしてください。

３．相談は、上記２．で基本点検、ダイアグ診断等を行った、整備主任者、２級整備士で 

技術に関して詳しい方 が行ってください。

４．相談時間帯は、 午前10時～午後４時 までとし、昼食時（12時〜13時）は

避けること。

５．相談内容は、原則として 15分以内 で行うこととします。

６．担当者が休みの場合があります。予めご了承ください。

７．取扱車種以外の相談、質問はしないでください。

８．タイミングベルト 及び セキュリティー関係（イモビライザ、スマー

トキー等）の相談は お断りします。（タイミングベルトは、商工組合でマニュ

アルをお買い求めいただくか、ＦＡＩＮＥＳにご加入ください。）

９．諸元・基準値及び整備料金に関する相談は、お断りします。

10．フリーダイヤルでの技術相談はお断りします。

11．整備マニュアル等自動車メーカーの著作物をコピー、ＦＡＸすることは自動車メー

カーの著作権を侵害する恐れがありますので、相談に当たって、これらを要求する

ことは厳に慎んでください。

12．相談後は、相談窓口担当者に結果報告とお礼のＦＡＸをしてください。
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令和

令和
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Ⅴ．
整備技

術

関係情
報

当該技術相談は（一社）福岡県自動車整備振興会の
ご協力により情報提供を受けたものです。
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Ⅵ

街頭検査実施結果のお知らせ
　愛媛運輸支局、警察、自動車技術総合機構、軽自動車検査協会及び振興会支部会員の皆
様方のご協力により街頭検査を実施し、整備不良車、違法改造車の排除と「自動車の保守
管理責任の啓蒙と点検整備の重要性、必要性等」の指導を行いましたので、下記の通りご
報告いたします。

◦◦　お疲れ様でした　◦◦
実施日時　　令和元年６月18日（火）　13時30分～15時30分
実施場所　　上浮穴郡久万高原町露峰　国道33号　久万検問所
協力支部　　中予支部
出動人数　　国土交通省２名、警察５名、自動車機構１名、
　　　　　　振興会会員９名、振興会事務局１名

合計出動人数　18名

検査車両数　　　　　　　　72台
不良車両数　　　　　　　　４台	 …………不良車両数の割合5.6％
整備命令交付車両数　　　１台
検査証有効期間切れ車両数	 ０台
定期点検整備未実施件数	 18件……未実施車両数の割合25.0％
特種車両警告書件数	 ０件
整備不良車両関係（口頭警告件数）	 ３件　　車両法第54条
整備不良車両関係（命令交付件数）	 ０件　　車両法第54条
不正改造車両関係（口頭警告件数）	 ０件　　車両法第54条の２
不正改造車両関係（命令交付件数）	 １件　　車両法第54条の２

装置別の保安基準不適合箇所数内容
◦電気・灯火類　　　　　３件
◦走行装置　　　　　　　１件	 ※合計不良箇所件数　   ４件
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令和元年度　検査台数報告

（令和元年５月分）

Ⅶ．
統 計

・

資料関
係

登録自動車

令和元年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

５月 411 550 14,517 2,106 14,928 2,656 30,176 5,454

対前年同月比 101.7% 94.8% 97.4% 103.6% 97.5% 101.6% 105.0% 105.3%

前年同月 404 580 14,910 2,033 15,314 2,613 28,743 5,181

軽自動車

令和元年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

５月 516 317 13,730 2,811 14,246 3,128 28,730 6,514

対前年同月比 105.1% 97.5% 101.8% 99.8% 101.9% 99.6% 108.1% 103.0%

前年同月 491 325 13,487 2,816 13,978 3,141 26,585 6,323

登録車・軽

令和元年

月　別

新　　規 継　　続 計 ４月よりの累計

指定 持込 指定 持込 指定 持込 指定 持込

５月 927 867 28,247 4,917 29,174 5,784 58,906 11,968

対前年同月比 103.6% 95.8% 99.5% 101.4% 99.6% 100.5% 106.5% 104.0%

前年同月 895 905 28,397 4,849 29,292 5,754 55,328 11,504
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四国の自動車保有台数と販売状況（速報）
令和　  年　  月の元　 ５

四国運輸局

徳　　島 香　　川 愛　　媛 高　　知 計

検
　
　
　
査
　
　
　
自
　
　
　
動
　
　
　
車

前 年 同 月 末 車 両 数 314,480 402,256 489,925 253,799 1,460,460
前 月 末 車 両 数 314,221 402,346 489,378 253,133 1,459,078

登
　
録
　
自
　
動
　
車

新
　
規
　
登
　
録

新
　
車

前　 月 1,381 1,728 2,145 1,071 6,325
当　 月 1,398 1,800 2,274 1,202 6,674
前 月 比 101.2 104.2 106.0 112.2 105.5

中
　
古

前　 月 508 743 789 364 2,404
当　 月 451 599 654 350 2,054
前 月 比 88.8 80.6 82.9 96.2 85.4

計
前　 月 1,889 2,471 2,934 1,435 8,729
当　 月 1,849 2,399 2,928 1,552 8,728
前 月 比 97.9 97.1 99.8 108.2 100.0

抹 消 登 録 1,861 2,207 2,662 1,275 8,005
管 轄 変 更（ 入 ） 629 1,134 1,230 385 3,378
管 轄 変 更（ 出 ） 828 1,317 1,320 732 4,197

小 型 二 輪 車　 増 減 30 51 68 55 204
当 月 末 車 両 数 314,040 402,406 489,622 253,118 1,459,186

対 前 年 同 月 比 99.9 100.0 99.9 99.7 99.9
対 前 月 比 99.9 100.0 100.0 100.0 100.0

軽
　
　
　
自
　
　
　
動
　
　
　
車

前 年 同 月 末 車 両 数 308,244 386,382 532,299 311,282 1,538,207
前 月 末 車 両 数 308,714 388,636 534,941 311,330 1,543,621

検
査
対
象
軽
自
動
車

届
　
　
　
　
　
出

新
　
車

前　 月 1,266 1,764 2,076 1,346 6,452
当　 月 1,230 1,664 2,140 1,368 6,402
前 月 比 97.2 94.3 103.1 101.6 99.2

中
　
古

前　 月 950 950 1,359 954 4,213
当　 月 548 587 833 556 2,524
前 月 比 57.7 61.8 61.3 58.3 59.9

計
前　 月 2,216 2,714 3,435 2,300 10,665
当　 月 1,778 2,251 2,973 1,924 8,926
前 月 比 80.2 82.9 86.6 83.7 83.7

検 査 証 返 納 1,200 1,415 2,045 1,078 5,738
転 入・ 転 出 80 8 124 －91 121

軽 二 輪 車　 増 減 47 69 78 47 241
当 月 末 車 両 数 309,419 389,549 536,071 312,132 1,547,171

対 前 年 同 月 比 100.4 100.8 100.7 100.3 100.6
対 前 月 比 100.2 100.2 100.2 100.3 100.2

総
　
合
　
計

前 年 同 月 末 車 両 数 622,724 788,638 1,022,224 565,081 2,998,667
前 月 末 車 両 数 622,935 790,982 1,024,319 564,463 3,002,699
当 月 末 車 両 数 623,459 791,955 1,025,693 565,250 3,006,357

対 前 年 同 月 比 100.12 100.42 100.34 100.03 100.26
対 前 月 比 100.08 100.12 100.13 100.14 100.12

小型二輪車増減欄は、当月の小型二輪車の増減車両数の差引値
検査対象軽自動車の転入・転出欄は、当月の検査対象軽自動車の転入・転出による増減車両数の差引値
軽二輪車増減欄は、当月の軽二輪車の転入・転出による増減車両数を除いた増減車両数の差引値（速報値）
総合計の対前年同月比及び対前月比は、変化が小さいため小数点以下第２位まで算出している

— 52 —


